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幼小連携における接続の問題

カ リキュラムの接続を実現す る方法一

石 井 英 真

1,は じめに

本稿では、幼小連携の実践事例の分析を通 して、幼

小におけるカ リキュラムの接続の方法を探 る。幼小連

携は、古 くて新 しい課題である1。近い ところでは、1971

年の 中央教育審議会の 「幼児学校構想」、その後の小学

校低学年での 「生活科」新設などにおいて幼小連携の

課題が意識 されている。さらに、幼稚園教育 と小学校

教育 との関係 を問 う課題意識 自体は、近代学校が誕生

した明治初期 にすでに見出すことができる。 当時は、

「連携」 とい う言葉は使われ てはいないものの、 「連

絡」 とい う言葉でそれは議論 されていた。また、日本

最初の幼児教育施設 である東京女子師範学校(後 に東

京女子高等師範学校、現お茶の水女子大学)附 属幼稚

園では、1880年(明 治13年)～1886年(明 治19年)

に、附属小学校1年 級 と幼稚園最上級をま とめ、幼稚

園修了児を小学校2年 級に入学 させ ることも試されて

いた。

だが、近年の幼小連携に向けた取 り組みの直接的な

契機 となっているのは、2001年 の 「幼児教育振興プロ

グラム」の策定である。同プ ログラムは2001～2005

年度 までの5ヵ 年計画であ り、幼稚園の教育環境の整

備、子育て支援の充実に加え、幼小連携、幼稚園と保

育所の連携の推進が盛 り込まれている。 さらに文部科

学省は、2∞1年 か ら 「幼 ・小連携に関する総合的調査

研究」を実施 し、教員の合同研修、教育活動への相互

参加、免許併有のための集中講義、幼小での合同行事 ・

活動の実施、生活科・総合学習 を活用 した異年齢交流、

保護者間の交流を具体的な研究内容として挙げている。

これ らの政策によ り、幼小連携は附属学校園などの研

究学校だけでな く、一般の公立学校 ・幼稚園でも、組

織的に取 り組 まれ始めている。

こうした政策的背景に加え、近年、幼小連携が重要

視 され る背景として、いわゆる 「小1プ ロブ レム」の

問題 を指摘できる。すなわち、幼稚園や保育所から上

がってきた小学1年 生が、小学校生活にな じめずに授

業中に騒いだり、動 き回った りす る事態(低 学年にお

ける 「学級崩壊」)が 、1990年 代 半ばか ら顕著に見 ら

れ るようになったのである。この事態に対 し、小学校

側では、幼稚園の 「自由保育」や家庭の しつけにその

原因を求める考え方が根強い。結果、幼小の間に上下

の感覚が生まれ、幼稚園に対 し小学校への準備教育を

求める動きにもつながっている。

その一方で、「小1プ ロブ レム」を、幼稚園教育と

小学校教育 との間の、教育方法や学校文化における「段

差」の大きさに起因す る問題 と捉 え、幼稚園側 と小学

校側の双方が各々の教育活動を再考 しようとす る動き

も広が りつつある。 そこで問題にされるのは、幼稚園

として完成 した子 どもをっ くり出そ うとする幼稚園側

の意識、幼稚園教育の成果に目を向けず子 どもを白紙

として扱お うとする小学校側の意識、そ して、幼稚園

と小学校 との間の情報交換や相互理解のなさである。

このような捉え方は、幼小連携 を、 「小1プ ロブ レム」

とい う特定の問題の解決の手段 としてではな く、「各

年齢の子 どもの発達に即 した一貫 した見通しをもった

指導の構築」2の 契機 として位置づけるものである。

以上のような背景のもとで、附属学校園や文部科学

省の研究開発指定校などを中心に、幼小連携の取り組

みが全国的に様々な形で展開されている。そ して、そ

うした幼小連携の取 り組みの多様性を整理する試みも

なされている。たとえば、小谷宜路は、幼小連携に向

けての教育現場の研究 を、幼児 と児童 との交流活動と、

それを通 じての教師間の相互理解の促進、幼小で一貫

性 を持たせた教育課程の開発(幼 小を貫く教育課程の

柱や領域の考案)、 そ して、その他の研究(幼 小の間で
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の授業参観や話 し合いの場の充実による教師間の相互

理解の促進な ど)の 三つに分類 している3。また、平井

貴美代は、幼小連携の先進事例における実践方法とし

て、幼児 ・児童の交流、学校種間のギャップの緩和、

幼小連携のカ リキュラム創造(5歳 児 と小学1年 生を

っなぐカ リキュラムの工夫)の 三つ を挙げている4。両

者 とも、基本的には、幼小の連続性を実現する方法を、

交流活動 とカ リキュラム開発の二つに大別 して捉える

構図になっている。そ して、交流活動からカ リキュラ

ム開発へ とい う実践の展開を示唆 している5。

幼小連携の実践を交流活動に倭小化せず、「連携」

概念の本質的な可能性を追求すべ しと説 くのが酒井朗

らである6。酒井らは、彼 ら自身が携わった、お茶の水

女子大学子 ども発達教育研究センターによる幼小連携

の実施状況に関する全国調査の結果 をふまえながら、

「連携」という概念を、「交流」(幼 小の関係者が一緒

に活動 した り、話 し合った りすること)と 「接続」(教

育活動のシステムや考え方を接続させること)の 二つ

の概念に区別 して捉える。そ して、幼小連携の具体的

活動の多くは交流であ り、接続の概念は未だ理念的な

ものにとどまっている事実を指摘す る。交流が子 ども

や教師の活動を指す概念であるのに対 して、接続は実

践の方向性 を指す概念であ り、きわめて抽象的にしか

定義 できない。結果、接続 を実践のレベルで具体化す

る方法については実践的蓄積が乏 しい。そこで酒井 ら

の関わるお茶の水女子大学附属小学校 ・附属幼稚園の

幼小連携実践では、カリキュラムの接続の具体的方策

を探 るべ くア クシ ョン ・リサーチを展開 してい る。

「交流」に対 して 「接続Jを 対置 し、後者 に焦点化

した取 り組みを推奨す る酒井らの主張は、 目指す方向

性 においては妥 当なものである。だが、「交流」と 「接

続」 とを二項対立的に捉 えるのは有効 とはいえない。

問題 とすべ きは、幼小連携において交流活動が自己目

的化 しがちであ り、その結果、交流活動 自体が一緒に

何か活動す るだ けの表層的なものにな りがちである点

であろう。現在広く実践 されている交流活動を、接続、

特にカ リキュラムの接続 にっながるものへ と再構成す

る、 とい う発想 も必要だ と考える。また、酒井 ら、そ

して、小谷、平井においても、幼小連携の動向分析に

ついては、全体的傾向を素描するにとどまっている。

た とえば、接続に向けた実践事例も少数ながら存在 し、

そこでは特徴ある取 り組みがなされている。だが、そ

れ ら個別の実践事例を取 り上げ、そこから具体的な方

策を抽出する作業は十分にな されているとはいえない。

そこで本稿では、幼小連携の実践事例の中からい く

つかの典型事例を取 り上げて分析を加 えることで、カ

リキュラムレベルでの接続の具体的方策を抽出するこ

とを目的 とする。本稿では、カ リキュラムの接続に向

けての実践課題を、下記の三つの視点で捉 える。すな

わち、交流活動をカ リキュラムの接続につなげてい く

にはどうすればよいのか、幼小をなめらかに接続する

にはどうすれ ばよいのか、幼小におけるカリキュラム

の一貫性を実現す るには どのような領域設定をすれば

よいのか。そ して、各視点ごとに典型事例 を取 り上げ、

そこか ら各視点に関する実践的示唆を抽出す る。

2.交 流 活動を通 したカリキュラムの生成

「はじめに」で見たように、カ リキュラムの接続 を

実現す る方法の一つ として、現時点で幼小連携実践の

主流をなす交流活動のあ り方 を見直すことが考えられ

るだろう。そこで示唆的なのは、東京都 中央区立有馬

幼稚園 ・小学校の取 り組みである7。文部科学省 の研究

開発学校の指定(「幼稚園と小学校の連携 を視野に入れ

た教育課程の研究」とい うテーマで、1999～2001年 度

の3年 間)を 受けて出発 した同校園の連携は、研究開

発の指定を受けたのが幼稚園だけだった こともあり、

幼稚園が主体 とな り小学校側に協力 してもら う形で実

践 された。同校園の連携は、従来行 ってきた実践の中

から幼小の連携に関わる内容を洗い出 し、その内容を

問い直す ことから始 められた。その中で幼小の教育 目

標に一貫性 ・連続性をもたせるべく、「個性 と社会性が

調和して育つ有馬の子」 とい う目指す子 ども像が設定

された。そこで重視 されていたのは、幼児 が身近な地

域社会と出会い様々な体験 を積み重ねていくことであ

った。

同園では、幼児の身近な社会を 「あ りまフィール ド」

と名づけ、保育の中で意図的 ・計画的に出会いの機会

を設定することで、幼児の遊びや くらしを充実 させる

取 り組みがなされた。そ して、 「有馬フィール ド」での

体験(出 会い)の 中身を吟味する視点 として、「くらし」

(幼児にとって実生活に密着 した体験)、 「社会」(幼

児にとって身近な地域やそこに暮 らす人々とのかかわ
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り)、 「文化」(幼 児

があこがれ を感 じる

専門家やアマチュア

(小学生を含む)の

表現活動や地域の伝

統文 化 にふ れ る体

験)の 三っの視点(ス

コープ)が 考案 され

た。

幼児 にとってのよ

りよい出会いを組織

する上で中心的な役

割を果た したのが、

小学校の子 どもたち

との交流活動であっ

た。幼小連携の研究

を開始する以前から、

交流活動はなされて

いた。 しか し、それ

は、たとえば、 「お正

月遊び」とい う生活

科の単元のまとめ と

して、幼児を対象 に

活動す るな どのイベ

ン ト的なものであっ

た。また、5歳 児 と

低学年の交流であっ

て、低学年が5歳 児

に教えてあげるとい

う一方向的な関係 に

なりがちであった。

研究2年 目、こうし

た交流活動のあり方

が問い直され ること

になった。

「低学年」とい う枠を外 して幼稚園 と小学校の生活

を振 り返ったとき、秋に4、5歳 児が中央区の施設の柏

学園に芋掘 り遠足に行 くこと、そ して、その芋が5月

の宿泊学習の時に小学校4年 生が苗植えをしたもので

あることが浮かびあがってきた。それまで別々の活動

として実践 されてきた二つの活動 を結びつけることで、

意味ある出会いが生まれ るのではないか。 こうした期

待か ら、4年 生 と5歳 児の芋掘 りを中心にした交流活

動が計画された。

幼稚園側 の立てた当初の計画は、お芋の苗を植えて

きて下さいと5歳 児が4年 生に頼みに行き、秋には、

苗を植えてくれたお礼の気持ちを、収穫 したお芋を使

って表そ うとい うものであった。このプランに対し、4
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年生の担任か らは、お願いに来て終わ りにせず、苗植

えの様子を教えてあげるのは どうかなど、交流を4年

生の子 どもたちにとって積極的な学びの機会に してい

くためのアイデアが出された。そ して、実際の活動に

おいては、次のよ うな学びが展開された。4年 生 に苗

植 えのお願いに行 く活動を通 じて、5歳 児 は、幼稚園

のみんなのために行動 した とい う年長 としての喜びを

感 じ、一方、4年 生は、苗植え活動において、幼稚園

児のためにとい う目的意識 ・相手意識を持つ ようにな

った。また、苗植えの様子を教えてもらう活動では、4

年 生が柏学園内の話、学園にいた虫の話、苗植 えの話

などをまとめた紙芝居 を上演 した。紙芝居のそれぞれ

の話の中には、三択クイズが盛 り込まれてお り、特に

虫の紙芝居とクイズでは5歳 児 と4年 生 との間で活発

なや りとりが展 開された。 「虫の ことは何で も得意だ

も～ん」 と言っていた幼児がクイズの答えに感心する

場面などからは、この活動が、幼児の世界を広げる機

会 となっていた ことがわかる。また この活動は、4年

生に とっては、5歳 児に伝えるとい う目的をもって、

柏学園での体験を振 り返ることで、各 自が興味を持っ

た内容を学び深める機会となった。 そ して、こうした

交流 で顔見知 りとなった子 どもたちは、休み時間な ど

にも 自主的に交 わるよ うになっていった。

このように、芋掘 りを中心とした交流活動は、当初

の意図を越えて新たな交流の場面を生み出 していった。

そ うした実際の交流の流れを可視化 したのが、図1で

ある。研究3年 目の年には、幼小の教師たちが共同で、

前年の交流の流れを振 り返 りなが ら、その内容や時期

をさらに吟味し、芋掘 りを中心とした よりダイナミッ

クな交流活動が展開され ることとなった。た とえば、

交流活動の予告をした りすることで、5歳 児と4年 生

とをっなぐ 「なかよしボー ド君」を設置する、5歳 児

と4年 生が1対1で 関わ りを持てるよ う担当を決める

などの工夫が意識的になされた。また、実際の活動の

中で、4年 生から5歳 児に遊びのお誘いが来た り、逆

に、5歳 児が4年 生にペープサー トを見せに行 った り

する交流が自然 と生まれ てきた。

以上のように、有馬幼稚園 ・小学校では、幼稚園児

と小学生の両者 にとって意味ある(互 恵的な)経 験を

準備するという観点から、交流の主体、時期、方法が

考えられてい る。またそれは、その場で終わる交流で

なく、交流前 ・後の発展がある交流 として構想 されて

お り、一っの出会いが次の出会いへつながってい くプ

ロジェク ト学習 として実践されている。 さらに、こ う

した生成的な過程 は物語 り的な表現で丁寧 に記録され

ており、その記録な どをもとに、子 どもたちの出会い

の過程や活動間のつなが りを整理 し図に表 したりする

ことで、カリキュラムが形づ くられている(学 びの履

歴 としてのカ リキュラム)。同校園の取 り組みは、異年

齢集団の出会いが生み出す新たな互恵的な学びの機会、

つまり、幼小による輪切 りの構造を超えた学びの機会

を、幼小それぞれのカ リキュラムの中に位 置づけてい

くもの といえよ う。

3.幼 小 のなめ らかな接続

前章で見た交流活動は、幼小の学校文化の日常的な

再構成を図る具体的な結び目となる可能性 を持っ一方

で、基本的には、個 々の学習活動の レベルでの部分的

な接続にとどまっている。 これに対 し、幼小の接続面

に着目し、そこを全体 としてつないでい く取 り組み も

なされている。お茶の水女子大学附属幼稚園 ・小学校

の取り組みがそれである8。この実践は、有馬幼稚園同

様、文部科学省の研究開発指定(2001～2003年 度)を

受けた中での取 り組みである。同校園では、望 ましい

子 どもの姿を 「人や もの ・事象 と関わって、よ りよい

自分を求め、ともに生きる子 ども」 と設定 し、幼小9

年 間で育てたい資質・能力を、「共にいることを意識す

る」(「 いっ しょにいることを感 じる」(幼 稚園)に 始

ま り、「よさを認 め自分を高めよ うとす る、責任 を果た

そ うとする」(5・6年)に 至る)、 「気づ く」(「 じっく

りみる、やってみ る」に始まり、 「追究す る、選択する、

判断す る」に至る)、 「からだが動く」(「 ふれてみる、

楽 しくなる、まねてみ る」に始まり、「自分を制御する、

響き合い調和す る」に至 る)の3項 目で整理 した。

こうして9年 間の見通 しを明確にするとともに、幼

稚園 と小学校双方の教育目的の違いや独 自性 を大事に

しつつ、子どもの発達を考慮 しながら、なめらかに接

続するカ リキュラムをつ くるべ く、同校園では、「接続

期」を設定 した。 「接続期」とは、幼稚園年長後期から

1年 生1学 期までをひ とまとま りの時期 として捉え、

幼稚園 と小学校 との段差 において生 じる固有の発達課

題への丁寧な対応を図 るものである。同校園では、「接
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続期」を前期、中期、後期の三つの時期 に区別するこ

とで、きめ細かい指導となめ らかな移行を実現 しよう

とす る。以下、各期の特徴を順に見てい く。

まず接続前期(5歳 児io月 ～3月)で は、一人ひと

りの活動の充実が、なかまで一緒に行 う体験を通 して

の学びにつなが り、なかまでの体験の積み重ねが一人

ひとりの学びに活 きてくるよ うな活動内容、環塊の構

成、教師の働きかけが重視 される。子 ども一人ひ とり

の個性的な学びのリズムに寄 り添 う幼稚園に対 して、

小学校側か らは、そ うした個々の学びが友だち との間

でどのよ うに伝わ りあい、クラス全体 として何が共有

されているのか といった問いが投げかけられた。他方、

幼稚園側は、5歳 児が持っている力を存分に発揮す る

ことや、気のあった友だち関係 に閉じずに子 ども同士

の関わ りが広がることを願 っていた。 この両者の要望

や願いを受けて、仲間と一緒に生活することが接続前

期で重視 されることとなった。具体的には、クラスを

超えて設定されたグループでお弁当を一緒 に食べるな

どのグループ活動を導入 した り、一人ひ とりの取 り組

みを仲間 と共有するための時間と空間を確保 した り、

子 どもの発想をつな ぐ働きかけを工夫 した りしている。

次に接続 中期(小 学校1年 生4月 ～GW明 け)に は、

幼稚園の生活の流れに近い形 での活動内容や時間枠の

工夫 と小学校生活の導入が重視 される。この時期には、

入学に伴 う期待 と不安を受け止め、個々人の経験や発

達の多様性 を考慮 し、園で年長組 として振 る舞ってい

た時の自立性や生活力 を生かすことで、入学に伴 う困

難を緩和することが 目指される。た とえば、登校後や

下校時の準備な ど、幼稚園時代の生活 と共通する場面

が大切に扱われ、そこでは、「幼稚園や保育園では、登

園 したらどんなことをしたのかな」 とい う具合に、園

時代の経験 を想起 させ る声かけがなされる。 また、休

み時間の鬼ごっこという、子どもたちの 日常場面を教

師が取 り上げ、何人の友だちと遊んだかを考えること

で、数や形 を表す言葉 を導入 してい くな ど、子 どもた

ちの主体的な活動 を拡張 してい くことも大切 にされる。

さらに、教室の座席を少 し後ろに下げ、黒板前にみん

なで集まれ る空間をつ くるとともに、教室横 のスペー

スを、材料 コーナー、広場、本コーナーと目的別に分

けることで、一人ひとりの学びの場(座 席)、 みんなで

学び合 う場(教 室前の空間)、 自分の興味が満た され安

心できる場(教 室横の空間)と い う多様な教室空間が

準備 される。1日 に1～3っ くらいの活動にゆっくり取

り組むとい うゆるやかな時間枠も、この時期 の特徴で

ある。

最後 に接続後期(小 学校1年 生GW明 け～7月)に

は、生活から取 り出 した形で、学習分野に即 して指導

がなされ始 める。徐々に小学校生活に慣れていくにつ

れて、緊張感 もやわ らぎ、自分 らしさを発揮する子 ど

もも増えてくる。また、先の見通 しを持つ ようになり、

学校での楽 しい経験を繰 り返 したいと願った り、新 し

いことに挑戦 しよ うと思った りするようになる。こ う

した子 どもの実態に合わせて、接続後期には、生活か

らの学びを生かしながら、学習分野のね らいを取り入

れてい くことが積極的になされ始める。た とえば、ジ

ャガイモ掘 りの実体験か ら、「どのジャガイモ が重い

んだろう」 と算数の学習につなげていった り、そうし

た活動を時間割 として位置づけていった りす る。また

この時期には、協働す る学び を取 り入れていくことも

なされは じめる。接続中期には、ずっと同 じグループ

で学習を続けてきた。これに対 し、接続後期には、 自

分のや りたい ことに じっくり取 り組む活動の中で、同

じ課題を選んだ者 どうしで新たなグループを作 り、協

働的に学ぶ取 り組みが始まる。 これ らと併行 して、子

ども同士が黒板の前で近い距離でや り取 りするのでな

く、座席の位置でや り取 りするよ うに促 していった り、

クラス担任以外の教師への関わりをっくっていった り

するよ うにもなる。

同校園では、幼稚園のカ リキュラム(「 遊び」 とい

う総合的な活動を環境 の構成によ り間接的に指導 して

い く)と 、小学校のカ リキュラム(教 科内容 ごとに組

織された 「学び」を教材を用いて直接的に指導 してい

く)と を、生活科などを通 して、部分的に点で接続 さ

せるのでなく、教育内容はもちろん、教師の指導観、

空間や時間の構成 にわたって全体的 に面で接続 させよ

うとしている。 しかも、その接続面を分析的に段階的

にきめ細かくつないでいる点 も示唆的である。

4.カ リキュラム領域 の再構成

前章の実践が目指す 目的、すなわち、幼小のカリキ

ュラム全体をつなぐとい う目的を真に達するには、接

続面のみに着 目するのでなく、幼小双方におけるカ リ
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キュラム領域の再考 も

なされ るべきであろ う。

そ うした幼小における

カ リキュラムの一貫性

を実現す るための領域

設定の工夫は、先に取

り上げた二つの事例に

おいても見られ る。幼

小9年 間で学校生活全

体を通 して実現すべき

包括的子 ども像を設定

し、そ うした学習 ・生

活経験の中身 を捉える

視点 として、「くらし」

「社会 」「文化 」や、

「共にいることを意識

す る」 「気づ く」 「から

だが動 く」などの項 目

が設 定されていた。だ

が、そこでの教師たち

の 目は、人や社会 との

関わ り方、いわば生活

力の変化に向かいがち

であ り、上記の視点 と

教科の学習活動 との関

係な どは明確でない。

これに対 し、たとえ

ば、滋賀大学教育学部

附属 幼稚 園(2000～

2002年 度 に研究開発指定を受ける)で は、幼稚園が過

去の研究で明 らかにした 「学びの過程」(心 が動く→

や ってみる→ なるほ どとわか る→ くり返す→や っぱ

りと納得する→次の生活に生か してい く)を 根底に置

きながら、幼稚園から中学校までの12年 間の学びを貫

く視 点として、「表現」(内 から湧き起こる「表 したい」

思いが表出す る)、 「思考」(思 考の引き出 しの中身を

太 らせてい く)、 「情報・コ ミュニケーション」(よ りよ

い人間関係づ くりや相手を意識 した情報のや りとりを

通 して思いを伝え合 う)、 「ヒューマ ンライフ」(生 き

方をっ くった り生活をっ くった りす る)の4領 域 を設

定 している9。そ して、特 に 「表現」「思考」の領域に

おいて、幼稚園でも小学校の教科学習の基礎 となる経

験が意識的に組織 されている。たとえば、お話の読み

聞かせの中で話の続 きをイメー ジす るよ う促 した り

(表現)、カルタや双六で遊ぶ中で文字や数に触れ させ

た り(思 考)と い った具合に。

幼稚園、小学校、中学校12ヵ 年 の学習領域 の分化

の過程 とカ リキュラム全体の一貫性 を明示 しているの

は、神戸大学発達科学部附属明石校園である10。同校

園は、及川平治の動的教育論で有名な、明石女子師範

附属幼稚園 ・小学校を前身 とし、戦後新教育期には 「明

石プラン」を生み出 したとい う歴史を持つ。 ゆえに同

校園では、長年にわた り総合学習を軸に したカ リキュ

ラムを実施 してお り、そ うした基盤の上に、1993～1995
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年度、文部省から 「小学校及び中学校 における教育の

連携 を深 める教育課程の研究開発」の指定を受けて、

幼 ・小 ・中12ヵ 年 の教育課程の開発がな されたのであ

った。その成果が図2で ある。

同校園では、12ヵ 年 で 目指すべき能力を 「自己形成

力」 と名づけ、子 どもが働きかける学習対象(環 境 ・

自己 ・文化)を 、社会及び教育の現代的な課題 とい う

視点で整理 ・統合することで、下記 の4つ の学習領域

を設定 した。すなわち、「身体健康領域」(自 分の身体

を知 り健康増進を図るとともに身体操作能力を身にっ

ける)、 「心の表現領域」(記 号や技術 を使い自分の思

いや願いなど内面を豊かに表現するとともに思考操作

や外界の認識な どを表現 を通 して学ぶ)、 「環境探求領

域」(環 境 と対話 し科学 との対 し方を身につ ける一方

で自分 自身の変容のあり方をみつめる)、 「数理表現領

域」(身 の回 りの事物・現象 を数量 と形 の観点で捉え記

号を使って処理 ・表現す る)の4つ である。幼稚園の

「総合的な遊び」から、単元学習(教 科枠 にとらわれ

ない 噺 学習」)を は じめとする小学校 の総合学習を経

て、中学校の教科学習 ・探求学習 ・生活実践課程へ と

分化 していく過程 と学習経験の一貫性 を、この4領 域

で整理 してい る。

本章で取 り上げた事例 に共通す る特徴は次のよ う

にまとめることができよう。幼児教育カ リキュラムの

5領 域(健 康、人間関係、環境、言葉、表現)と 、小 ・

中学校の教科カ リキュラムとの一貫性 をもたせるため

に、よ り包括的な領域を設定する。 しかも、その領域

で形式的に幼小をっなぐだけでなく、その観点から各

校種が各々のカ リキュラムの中身を見直す とい う手続

きが とられている。その際、生活全体 としてカ リキュ

ラムを捉 える幼稚園の領域 に合わせて小 ・中学校のカ

リキ}ラ ム概念 を拡張す ることで、幼稚園の生活 と

小 ・中学校の生活 とをつなげ、生活全体を捉える視点

として領域を構成 してい る。

5。 おわ りに

以上、本稿では、幼小でのカ リキュラムの接続を実

現する方法を、交流活動を通 したカ リキュラムの生成、

幼小のなめらかな接続、カ リキュラム領域の再構成の

三つの視点から検討 してきた。幼小でカ リキュラムの

接続 を図 る場合、重点の置き方は各校 ごとで違っても、

実際には、これら三つの方法を何 らかの形 で関連付 け

ながら実践が進められている。交流活動 とい う点の レ

ベルでの具体的な実践は、幼小の対話と相互理解を実

現す る有効な方法であり、接続への取 り組みの文化的、

人間関係的基盤 を準備するだろ う。また、接続面に着

目した取 り組みは、異校種間のシステム と文化の違い

に出会 う場面であ り、そのギャップを埋める挑戦の中

で、教師たちは、幼小双方のシステムと文化を、さら

には、幼小 とい う枠組み 自体を問い直す手がかりを得

るだろ う。そ うした具体的な実践経験を積み重ねなが

ら、また、それ らを有機的に関連付けなが ら、カ リキ

ュラムの領域のあ り方 を問うことで、実践の事実に裏

打ちされた新たな教育システムが立ち上がっていくと

考えられ る。

この ように実践方法が着実 に蓄積されている一方で、

幼小でのカ リキュラムの接続 を実現 してい くには未だ

解 くべき課題 も多い。特に、幼小一貫カ リキュラムを

システムとして開発 してい くための、枠組みや方法論

については今後さらに理論的 ・実践的研究を進めてい

く必要がある。た とえば次のよ うな検討課題が考え ら

れ よう。一つは、幼稚園に合わせてカ リキュラム概念

を拡張す る一方で、小学校の教科の視点から幼稚園の

生活経験を見直すことである。た とえば、幼稚園での

生活の中に小学校 の教科の学び にっながる経験内容

(「学びの芽生え」n)を 洞察 し、そこで形成されてい

る前言語的 ・直観的 ・操作的な認識の質を可視化 ・組

織化 してい く取 り組みが求め られ る。

もう一つは、カ リキュラム領域の構成方法における

幼小の根本的な違いへの対応 である。すなわち、子 ど

もの活動の広がりとして機能的に規定される 「領域」

とい う枠組み と、学問的知識の項 目として実体的に規

定され る 「教科」 とい う枠組み との違いにどう対応す

るかとい うことである。 この点に関 しては、近年、幼

稚園から小学校低学年までの子 どもを対象 とした米国

の教育プログラムである、「プロジェク ト・スペク トラ

ム(ProjectSpectrum)」 の取 り組みに学び、 「教科」 と

「領域」 に代わる第三の領域構成のあり方を探る試み

もなされている12。 これ ら二つの課題に関 して、理論

的 ・実践的にアプローチ してい くことを今後の課題 と

したい。
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注

1日 本 における幼小連携の歴史については
、小谷宜路

「わが国における 『幼小連携』研究をめぐる史的変遷」

兵庫教育大学幼年教育講座 『幼年児童教育研究』第16

号 、2004年 を参照。

2酒 井朗 「幼小連携の課題を考える」『初等教育資料』

第773号 、2003年10月 、69頁 。

3小 谷
、前掲論文、2004年 。

4平 井貴美代 「幼稚園 ・小学校の連携 によるカ リキ
ュ

ラムづくり」天笠茂編著 『特色ある学校づ くりのため

の新 しいカ リキュラム開発第4巻 ・学校間 ・学校内外

の連携を進める』ぎょ うせ い、2004年 。

5無 藤隆も
、「幼小連携は、子 ども同士の交流を通 して、

幼児 が小学校に慣れ ることを目指す とい う段階から、

幼稚園 ・小学校 の各々のカ リキュラムを2つ の校種の

間でつなげていくことに進 んできた」と、幼小連携の

実践の展開をまとめている(無 藤隆 「幼小連携から学

ぶ」お茶の水大学子 ども発達教育研究センター 『幼児

教育 と小学校 教育をつな ぐ一一幼 小連携の現状 と課

題』2005年 、9頁)。

6酒 井朗
、藤江康彦 「幼小連携実践の今 日的課題」お

茶の水女子大学附属幼稚園 ・小学校 『子どもの学びを

つな ぐ一一幼稚園 ・小学校の教師で作った接続期カリ

キュラム』東洋館出版社、2006年 。お茶の水女子大学

子 ども発達教育研究センターが行った幼小連携に関す

る実施調査については、お茶の水大学子 ども発達教育

研究センター 『幼児教育 と小学校教育 をつなぐ一一幼

小連携の現状 と課題』(2005年)を 参照。

7以 下の論述は
、東京都中央区立有馬幼稚園・小学校、

秋 田喜代美 『幼小連携のカ リキュラムづ くりと実践事

例』小学館、2002年 を もとにまとめた。

8以 下の論述は
、お茶の水女子大学附属幼稚園 ・小学

校 『子どもの学びをつなぐ一一幼稚園 ・小学校の教師

で作 った接続期 カ リキュラム』東洋館出版社、2006年

を も とにまとめた。

9以 下の論述は
、滋賀大学教育学部附属幼稚園 『学び

をつなぐ一一幼小連携からみえてきた幼稚園の学び』

明治図書、2004年 を もとにまとめた。

lo以 下の論述は
、神戸大学発達科学部附属幼稚園 ・明

石小 ・中学校研究会 『総合 ・探求学習 と新カ リキュラ

ム構想一一幼稚園 ・小学校 ・中学校の連携研究か ら』

東洋館出版社、1996年 を もとにまとめた。

11無 藤 は
、幼小の接続面において、 「自己の育ちと人

聞関係の育ち」 「学びの芽生え」 「協同的学び」の三つ

の視点で子 どもの発達を捉 えることを提案 してい る

(無藤 、前掲論文、2005年)。

12山 内紀幸
、真宮美奈子 「幼小連携のための学習カリ

キュラムに関する研究(1)一 一 プロジェク ト・スペ

ク トラムの理論」『山梨学院短期大学研究紀要』第23

巻 、2002年 、山内紀幸、真宮美奈子 「幼小連携のため

の学習カ リキュラムに関する研究(II)一 一 プロジェ

ク ト・スペク トラムの実践 ・評価」『山梨学院短期大学

研究紀要』第23巻 、2002年 を参照。なお、プロジェ

ク ト・スペク トラム とは、ハーバー ド大学が中心とな

って進めている 「プロジェク ト・ゼロ(ProjectZero)」

において行われた教育研究プロジェク トの一つであ り、

H.ガ ー ドナー(H.Gardner)の 多 元的知能理論(Mu且tiple

IntelligenceTheory)とD.H.フ ェル ドマ ン(D,H,

Feldman)の ノ ンユニ ヴァーサル理論(Nonuniversal

Theory)を 教 育現場に応用 し、子 どもたち個々人の多

様な興味 と能力を尊重 した新 しいカリキュラムと評価

方法の開発 を目指す ものである。

(日本学術振興会特別研究員)
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